
ＪＡ計根別青年部 お歳暮ギフト 



32年間の労をねぎらい職員が胴上げ 
「軽くて良かった…」 

役職員歓送迎会　組合長より 
前参事の経歴と新職員を紹介 

元気イッパイ 
『ジュニアホルスタインクラブ』総会 

各
地
区
の 

『
酪
農
対
策
協
議
会
』総
会 

夢をかなえた山本照二さん「イェ～ィ」 

イ
ッ
タ
〜
〜
リ
ア
ン
製
の 

殺
菌
処
理
機
を
使
用 

斉藤「君たちは小学校の何年生?」 
「おね～さんは?」 
「中学生よ…！！」 

恒例の牛の丸焼きに群がる人々 
　　　　　　　　　（外人さん） 
「オゥ～ビューディフォー！ 
　　マ・ル・ヤ・キ  サイコーネ！！」 

大好評の青年部 
　　　『ジャンボハンバーグ』 
中村副部長「うまく焼けたぞ」 
影山さん「それじゃダメだ…」 

柵木理事の『ショータイム』？？ 
「サイン下さ～いQQ」 
「見つめあ～う♪♪」 

斉藤代表監事による監査報告 

纐纈組合長のあいさつ 
「皆さん、一丸となり 

頑張りましょう」 

チャンピォン牛を囲んで 
審査員はジェネの小林課長 
団体優勝は南部地区酪対が３連覇！！ 

シニアチャンピオンは星野淳さんの 
ビーナス　ルフィ号 

ジュニアチャンピオンは林満治さんの 
ジェットストリーム号 

当番のため準備に悪戦苦闘 
１回戦敗退 

チャンピォン選抜　緊張の瞬間 

和牛共進会も同時開催 
26頭出品 

2



QQ

「バカモノ！！ちゃんと飛べ 
　　　　　　　コノヤロウ」 

３年振り、今年で最後の 
『ふれあいカーニバル』 

息を合わせて『百足競争』怪我は自分モチ 
最後の優勝旗は 
旭会チームの手に 

久々の全道を親子で 
勝ち取った佐藤牧場 

自民党は大敗したが７区で勝った伊東氏 

神
主
さ
ん
よ
る
お
払
い 

何度見てもキモイ○岡さんのＭ字 

ホクレン川原課長による 
乳価についての講習 

10年目を迎え沢山のお年寄りが集った 

秋晴れの中、みんなで盛り上がりました 

史上最多の１２２頭出品 
星野さん春秋連覇 

お酒の前に 
グゥィ～と一本 

今晩は浴びるほど 
飲むぞ～ 

寿
宴
に
て 

「
ガ
ン
バ
ロ
ー
！！
ガ
ン
バ
ロ
ー
！！
」 

アームレスリング大会で 
見事管内優勝　太田君 

ホクレン３人娘と 
酪農アイドルの須崎ななみちゃん 

 

青年部員の『心のこもったオモテナシ』 

野
付
漁
協
と
タ
イ
ア
ッ
プ 

『
バ
タ
ー
＆
ホ
タ
テ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ギ
フ
ト
』他 

注文数 
952セット 
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北
海
道
乳
質
改
善
協
議
会
は
平
成
十
七
年
に
五
十
周
年
を
迎
え
、
そ
の

記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
「
乳
質
改
善
大
賞
」
を
創
設
し
ま
し
た
。「
乳

質
改
善
大
賞
」
は
衛
生
的
乳
質
に
優
れ
た
生
乳
生
産
を
実
践
す
る
酪
農
家

を
表
彰
す
る
こ
と
と
し
、
今
年
度
に
お
い
て
は
全
道
か
ら
二
十
二
名
が
表

彰
さ
れ
、
当
農
協
か
ら
は
纐
纈
牧
場
が
昨
年
度
の
良
質
乳
生
産
共
励
会
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
や
、
集
約
放
牧
を
主
体
と
し
た
環
境
型
酪
農

に
よ
っ
て
（
量
よ
り
質
）
の
ゆ
と
り
あ
る
生
乳
生
産
を
続
け
て
い
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
今
回
の
大
賞
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。 

　
去
る
、
十
一
月
十
九
日
に
札
幌
市
で
受
賞
式
が
あ
り
纐
纈
成
喜
さ
ん
の

奥
様
で
あ
る
和
子
さ
ん
と
娘
さ
ん
の
は
つ
み
さ
ん
が
出
席
し
授
与
い
た
し

ま
し
た
。 

　
尚
、
こ
の
「
乳
質
改
善
大
賞
」
は
今
年
度
が
最
終
年
と
な
り
ま
し
た
が
、

当
農
協
管
内
で
は
平
成
十
七
年
に
深
瀬
行
雄
牧
場
、
平
成
十
九
年
度
に
は

渡
辺
薫
生
牧
場
が
受
賞
し
、
三
戸
目
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。 

鈴木さん「ねむ～！昨夜の酒がまだ…」 

纐纈牧場 

　
早
い
も

の
で
、
今

年
も
そ
ろ

そ
ろ
営
農

計
画
書
の

時
期
が
や

っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

　
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期

に
組
合
員
さ
ん
と
一
緒
に
営
農
計
画
書

の
準
備
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
も
十
一
月
十
八
日
〜
二
十
日
の
三

夜
に
わ
た
り
、
東
部
地
区
・
西
部
地
区
・

南
部
地
区
の
順
で
行
い
ま
し
た
。 

　
夜
、
二
時
間
程
度
の
限
ら
れ
た
時
間

帯
で
行
い
ま
し
た
の
で
、
乳
量
計
算
等

で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
訪
れ

た
組
合
員
さ
ん
は
一
生
懸
命
な
れ
な
い

パ
ソ
コ
ン
と
向
き
合
い
頑
張
っ
て
い
ま

い
た
。
特
に
、
今
年
は
じ
め
て
計
画
書

に
ト
ラ
イ
し
た
養
老
牛
の
石
川
誠
二
君
、

大
成
の
末
広
卓
実
君
な
ど
は
若
い
だ
け

あ
っ
て
非
常
に
の
み
こ
み
が
早
く
、
と

て
も
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。 

　
今
年
の
営
農
計
画
書
に
つ
い
て
は
、

担
当
者
が
総
入
れ
替
え
し
『
ナ
ン
チ
ャ

ッ
テ
営
農
』
で
行
い
ま
す
の
で
色
々
と

ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

11月18日～20日　地区別で開催 

余裕の本田勉さんに対して真剣な石川誠二君 

末広君　卓実だけに巧なパソコン操作 
「帰ってお父さんにおしえよ～と」 

蛭田さん「このパソコン嫁より扱いやすいな！」 
大矢根課長「うちのは…！トホホ！！」 

「乳質改善大賞」を授与された 
纐纈和子さんと纐纈はつみさん 
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こ
の
度
は
、
青
年
部
の
お
歳
暮
を
ご
利
用
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

河
本
、
下
手
で
す
が
心
を
込
め
て
包
装
致
し
ま

し
た
。
（
不
器
用
で
ス
ミ
マ
セ
ン
） 

　
と
こ
ろ
で
、
今
年
の
わ
た
く
し
は
、
ミ
ル
ク

ラ
ン
ド
の
Ｃ
Ｍ
に
家
族
で
出
演
す
る
な
ど
、
消

費
拡
大
に
明
け
暮
れ
た
年
で
し
た
。 

　
来
年
も
安
全
で
安
心
な
『
ミ
ル
ク
』
を
沢
山

搾
り
ま
す
の
で
「
も
っ
と
飲
ん
で
…
！
」 

「
も
っ
と
食
べ
て
…
！
」 

青年部のお歳暮の包装を『頭から煙をはいて』 
悪戦苦闘している河本慎太郎さん　「真剣です」 

纐纈組合長の 
冒頭のあいさつ 

　
十
一
月
二

十
五
日
〜
二

十
七
日
の
三

日
間
に
渡
り
、

平
成
二
十
二

年
の
営
農
計

画
書
の
樹
立

に
伴
う
説
明
会
が
Ｊ
Ａ
計
根
別
で
開

催
さ
れ
、
沢
山
の
組
合
員
さ
ん
が
足

を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。 

　
開
催
に
あ
た
り
、
纐
纈
組
合
長
か

ら
酪
農
情
勢
や
下
期
の
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、

「
来
年
は
酪
農
家
に
と
っ
て
非
常
に

厳
し
い
年
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
計
画

書
作
成
に
あ
た
っ
て
は
現
実
的
な
計

画
を
立
て
て
欲
し
い
。」
な
ど
と
話

さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
議
案
書
に
従
い
参
事
や

各
部
の
部
長
か
ら
十
月
末
の
事
業
実

績
説
明
と
計
画
の
樹
立
に
対
す
る
説

明
が
あ
り
、
質
疑
で
は
組
合
員
さ
ん

か
ら
忌
憚
の
な
い
質
問
や
意
見
等
が

出
さ
れ
、
活
気
あ
ふ
れ
る
説
明
会
と

な
り
ま
し
た
。 

　
説
明
会
終
了
後
、
開
発
公
社
か
ら

『
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事
業
』

に
対
す
る
説
明
会
を
行
い
、
出
席
し

た
組
合
員
さ
ん
た
ち
は
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。 

　
い
よ
い
よ
十
二
月
三
日
か
ら
平
成

二
十
二
年
営
農
計
画
書
の
作
成
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
組
合
長
が
述
べ

た
と
お
り
酪
農
情
勢
は
非
常
に
厳
し

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と

し
た
計
画
を
立
て
二
十
二
年
を
乗
り

切
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 
各部長より事業実績の説明 

若い後継者の出席が多かった 
本田敏明君　真剣です「でもコワ！！」 

11 25 東部地区 11 26 西部地区 11 27 南部地区 

開発公社より『畜産担い手育成総合 
整備事業』（再編整備型事業）の説明 
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北
海
道
家
畜
人
工
授
精
技
術
研
修
大
会
終
了

北
海
道
家
畜
人
工
授
精
技
術
研
修
大
会
終
了 

北
海
道
家
畜
人
工
授
精
技
術
研
修
大
会
終
了

北
海
道
家
畜
人
工
授
精
技
術
研
修
大
会
終
了 

北
海
道
家
畜
人
工
授
精
技
術
研
修
大
会
終
了 

第65回 

根
室
支
部
改
良
部
会
【
受
胎
率
向
上
を
目
指
し
た
授
精
師
自
身
の
意
識
改
革
】
優
秀
賞 

Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ
　
　
【
近
交
係
数
の
上
昇
が
繁
殖
成
績
及
び
乳
生
産
成
績
へ
与
え
る
影
響
】
統
計
処
理
賞 

　
技
術
の
向
上
な
ら
び
に
家
畜
改
良
増
殖
の
進
歩
を

図
り
、
酪
農
畜
産
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
、
第
六
十
五
回
北
海
道
人
工
授
精
技
術
研
修

大
会
（
主
催
　

北
海
道
家
畜
人
工
受
精
師
協
会
）

が
中
標
津
町
ト
ー
ヨ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
十
月

十
五
・
十
六
日
の
二
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
盛
会

裏
の
内
、
終
了
し
ま
し
た
。 

　
全
道
各
地
よ
り
一
〇
〇
名
を
越
す
関
係
者
や
授
精

師
が
一
同
に
会
し
、
日
頃
の
業
務
体
験
で
得
た
知
見

を
発
表
し
ま
し
た
。
当
農
協
か
ら
も
酪
農
課
片
岡
に

よ
る
【
近
交
係
数
の
上
昇
が
繁
殖
成
績
及
び
乳
生
産

成
績
へ
与
え
る
影
響
】
と
題
し
、
日
々
の
授
精
業
務

に
お
い
て
重
要
な
近
交
係
数
の
上
昇
に
よ
る
乳
生
産

や
繁
殖
成
績
に
与

え
る
影
響
を
報
告
、

ま
た
、
根
室
支
部

改
良
部
会
を
代
表

し
て
酪
農
課
佐
々

木
に
よ
る
【
受
胎

率
向
上
を
目
指
し

た
授
精
師
自
身
の

意
識
改
革
】
と
題

し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
則
っ
た
日
々
の

作
業
が
受
胎
率
の

向
上
へ
と
繋
が
る

事
を
報
告
し
、
選

考
委
員
か
ら
多
く
の
称
賛
を
受
け
、
見
事
優
秀
賞
及

び
統
計
処
理
賞
に
輝
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
特
別
講
演
と
し
て
、
地
元
中
標
津
農
業
高

等
学
校
に
よ
る
【
中
標
津
農
業
高
等
学
校
の
食
育
推

進
へ
の
取
り
組
み
】
が
講
演
さ
れ
、
発
表
内
容
・
発

表
方
法
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
関
係
者
各
位
よ
り
好
評

を
得
て
い
ま
し
た
。 

　
研
究
発
表
全
体
を
み
る
と
、
受
胎
率
向
上
に
対
す

る
取
り
組
み
が
圧
倒
的
に
多
く
、
受
胎
率
の
低
迷
が

全
道
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
認
識

さ
れ
ま
し
た
。 

　
尚
、
佐
々
木
君
は
来
年
二
月
に
全
国
大
会
で
発
表

致
し
ま
す
。 
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北
海
道
家
畜
人
工
授
精
技
術
研
修
大
会
終
了 

北
海
道
家
畜
人
工
授
精
技
術
研
修
大
会
終
了 

　
十
一
月
十
七
日
、
緑
会
九
名
で
中

標
津
町
の
伝
成
館
（
旧
農
業
試
験
場
）

を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
伝
成
館
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
代
表
理
事
の
飯
島
実
氏
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
観
な
が
ら
伝
成
館
が
造
ら
れ
た
話

や
昭
和
二
年
頃
の
中
標
津
町
が
開
拓

さ
れ
た
話
な
ど
を
説
明
し
て
頂
き
ま

し
た
。 

　
伝
成
館
の
一
部
は
道
東
初
の
昭
和

初
期
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
築

物
と
教
え
て
も
ら
う
な
ど
、
そ
こ
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
昔
話
を
し
、
昭
和
天

皇
が
計
根
別
を
通
っ
た
と
き
の
話
に

な
り
当
時
の
写
真
は
白
黒
し
か
残
っ

て
な
い
の
で
「
服
は
何
色
だ
っ
た
か

覚
え
て
い
る
人
い
ま
す
か
？
」

な
ど
聞
か
れ
て
ま
し
た
が
、
さ

す
が
に
皆
そ
こ
ま
で
は
覚
え
て

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

　
昼
食
を

館
中
に
あ

る
喫
茶
店

で
採
り
、

「
蕎
麦
の

実
ス
パ
ゲ

ッ
テ
ィ
」

を
皆
で
頂

き
な
が
ら
、

今
後
の
緑
会
の
取
組
み
を
打
合
せ
し

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
話
を
し
た
後
に
、

伝
成
館
内
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
帰
り
に
計
根
別
農
協
が
贈
呈
し
た

鐘
の
前
で
集
合
写
真
を
撮
っ
て
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
（
事
務
局
　
岩
本
） 

 

全
道
Ｊ
Ａ
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会･

家
の
光
大
会 

渡

辺

広

美

 

　
十
一
月
八
・
九
日
北
海
道
女
性
リ

ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
私
と

高
橋
監
事
で
参
加
し
ま
し
た
。 

　
一
日
目
は
ア
ク
セ
ス
サ
ッ
ポ
ロ
で

行
わ
れ
た
「
元
気
な
食
い
た
だ
き

ま
す
。
ｉ
ｎ
北
海
道
」
へ
の
イ
ベ
ン

ト
研
修
で
し
た
。
全
道
の
地
産
地
消

家
庭
料
理
３
０
０
食
の
展
示
、
家
庭

料
理
の
テ
ー
マ
展
示
、

実
演
、
試
食
、
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

一
般
の
方
も
含
め
三

千
五
百
人
も
の
来
場
者

で
し
た
。 

　
二
日
目
は
、
ガ
ト
ー

キ
ン
グ
ダ
ム
に
て
、
家

の
光
大
会
が
行
わ
れ
、

「
家
の
光
記
事
活
用
体

験
発
表
」、
家
の
光
読

み
聞
か
せ
が
あ
り
ま
し

た
。 

　
講
演
で
は
、
Ａ
コ
ー
プ
の
酢
で
お

馴
染
み
の
大
興
産
業
株
式
会
社
、
猪

原
寛
氏
の
「
お
酢
を
使
っ
て
作
ろ
う

健
康
の
輪
」
と
題
し
た
講
演
を
聞
き

ま
し
た
。 

　
他
Ｊ
Ａ
の
部
員
と
の
交
流
も
出
来

た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。 
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牧場王に俺はなる！！ 

年部　　　版 

　
十
一
月
三
十
日

（
月
）、
十
二
月
一
日

（
火
）
に
青
年
部
乳
製

品
お
歳
暮
ギ
フ
ト
の

詰
め
込
み
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
昨
年
ま

で
は
業
者
さ
ん
に
任

せ
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
回
は
青
年
部
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
雪
印
乳
製

品
セ
ッ
ト
、
ほ
た
て

と
バ
タ
ー
の
セ
ッ
ト
、
鮭
と
チ
ー
ズ
＆
バ
タ
ー
セ
ッ
ト
を
新
た

に
設
け
、
青
年
部
自
ら
詰
込
み
、
包
装
い
た
し
ま
し
た
。
ほ
と

ん
ど
の
部
員
が
初
め
て
の
作
業
な
の
で
な
か
な
か
上
手
く
い
か
ず
、

お
店
な
ど
に
比
べ
る
と
少
し
雑
な
包
装
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
…
。

で
す
が
！
部
員
が
心
を
込
め
て
包
装
し
ま
し
た
！！
な
の
で
、

届
い
た
皆
様
は
多
少
の
雑
な
部
分
に
は
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

（
汗
） 

　
ま
た
、
昨
年
は
七

五
六
セ
ッ
ト
の
注
文

に
対
し
、
今
年
は
な

ん
と
九
五
二
セ
ッ
ト

も
注
文
が
き
ま
し
た

！！
注
文
い
た
だ
い

た
皆
様
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
来
年

は
目
指
せ
！
一
〇
〇

〇
セ
ッ
ト
！！ 

（
事
務
局
　
吉
田
） 

部員に包装を指南する喜来清君。（中央右） 
昔、東部で包装してました。 
東部支部長だけにね…って、おーい！！ 

一つ一つ丁寧に…。送られた皆様の笑顔を思い浮かべて…。 

生 乳 販 売 情 報 

市 場 情 報 
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生 乳 販 売 情 報 生 乳 販 売 情 報 
平成21年度 11月末　管内農協生乳受託実績表（㎏） 

市 場 情 報 市 場 情 報 
ホクレン根室家畜市場  一般市場  12月2日開催分 ホクレン十勝地区家畜市場（音更町） 

肉牛（和牛）市場　12月10日開催分 

ホクレン根室家畜市場　乳牛市場（セール）12月10日開催分 

Ｊ Ａ 標 津 町  

Ｊ Ａ 中 標 津 町  

Ｊ Ａ 計 根 別  

Ｊ Ａ 中 春 別  

西 春 別 支 所  

上 春 別 支 所  

別 海 本 所  

根 室 支 所  

　 小 　 　 計 　  

　 合 　 　 計 　  

初生・ホル　オス   

初生・ホル　フリーマチン  

初生・ホル　メス   

初 生 ・ F 1 　 オ ス   

初 生 ・ F 1 　 メ ス   

初生・和牛　メス   

初生・和牛　オス   

乳牛・ホル　育成   

乳牛・ホル　初妊   

乳牛・ホル　経産   

乳牛・ホ系　経産   

乳牛・ホ無　経産   

肉素・和牛　メス   

肉素・和牛　ヌキ   

肉 素 ・ F 1 　 メ ス   

肉 素 ・ F 1 　 オ ス   

肉素・ホル中トク　メス  

肉素・ホル中トク　オス  

肉素・ホル中トク　ヌキ 

肉素・ホル12ヶ月以上メス 

廃 用 ・ 和 牛   

廃用・F1（交雑種）  

廃 用 ・ ホ ル   

廃 用 ・ そ の 他   

道
東
あ
さ
ひ
 

農　　協　　名 

畜　　　　種 出場 

月　　　　　計 

乳　　　　量 前年比 

累　　　　　計 

乳　　　　量 前年比 
搾乳戸数 

7,788,470 

9,841,285 

6,970,907
9,159,490 

7,797,211 

5,007,163 

13,480,120 

3,880,051 

30,164,545 

63,924,697

97.6 

98.2 

97.6
101.6 

101.5 

100.3 

102.4 

99.7 

101.5 

100.1

67,313,520 

84,246,364 

59,004,874
77,954,680 

66,122,661 

42,398,170 

116,663,740 

33,700,801 

258,885,372 

547,404,810

101.9 

100.1 

100.7
101.0 

103.7 

101.0 

103.3 

98.9 

102.4 

101.6

159 

194 

163
185 

172 

87 

287 

97 

643 

1,344

成立 最　高 最　低 平　均 

肉素・黒毛　メス  

肉素・黒毛　メス　ＥＴ  

肉素・黒毛　メス計  

肉素・黒毛　去勢  

肉素・黒毛　去勢　ＥＴ  

肉素・黒毛　去勢計  

繁 殖 ・ 黒 毛   

廃 用 ・ 黒 毛   

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差 

541 

146 

687 

682 

215 

897 

99 

45

497 

129 

626 

642 

203 

845 

84 

41

506,100 

546,000 

546,000 

591,150 

602,700 

602,700 

933,450 

193,200

48,300 

159,600 

48,300 

45,150 

121,800 

45,150 

51,450 

13,650

307,715 

359,629 

318,413 

396,679 

414,672 

401,002 

233,825 

94,628

12,907 

8,571 

12,668 

4,291 

9,434 

5,942 

40,595 

-30,801

乳牛・ホル　初妊   

乳牛・ホル初妊ET  

乳牛・ホ無　初妊   

乳牛・ホ無初妊ET 

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 

先月との差 

236 

8 

27 

115 

96 

15 

9 

62 

35 

4 

0 

1 

0 

3 

0 

0 

3 

9 

 

22 

1 

1 

245 

1

223 

6 

26 

114 

95 

13 

7 

50 

33 

4 

0 

1 

0 

3 

0 

0 

2 

7 

 

21 

1 

1 

245 

1

54,600 

1,050 

141,750 

194,250 

118,650 

339,150 

224,700 

325,500 

507,150 

381,150 

 

284,550 

 

76,650 

 

 

1,050 

4,200 

 

168,000 

54,600 

85,050 

192,150 

29,400

105 

1,050 

61,950 

3,150 

6,300 

116,550 

100,800 

17,850 

329,700 

112,350 

 

284,550 

 

73,500 

 

 

1,050 

1,050 

 

2,100 

54,600 

85,050 

5,250 

29,400

19,270 

1,050 

95,429 

135,689 

71,488 

213,069 

190,650 

225,519 

429,355 

253,050 

 

284,550 

 

74,550 

 

 

1,050 

2,400 

 

66,300 

54,600 

85,050 

62,070 

29,400

-2,282 

630 

112 

-1,792 

-3,028 

-53,106 

60,450 

36,636 

-8,940 

40,575 

 

70,350 

 

-25,200 

 

 

 

-330 

 

-30,238 

-22,969 

 

-13,947

先月との差 

533 

52 

20 

605

476 

41 

13 

530

645,750 

672,000 

527,100 

672,000

315,000 

441,000 

376,950 

315,000

491,945 

566,334 

462,404 

496,975

25,083 

-32,827 

32,604 

 

計根別農協（ホクチクファーム）  初生トク  ㌔単価  12月1日現在  500円 

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数 

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満   

未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上   

そ の 他 の 未 経 産   

計 

経 　 産 　 牛 （ ホ ル ）  

そ の 他 の 経 産 牛   

計 

　 合 　 計 　   

乳　　用　　種（区分） 頭　　数 

黒 毛 和 種 ス   

黒 毛 和 種 オ ス   

計  

F 　 1　（交雑種）　メ　ス   

F 　 1　（交雑種）　オ　ス   

計  

　 合 　 計 　   

　 総 合 計 　   

肉　　用　　種（区分） 頭　　数 

11月との差 

11月との差 

3,822 

4,187 

17 

8,026 

11,433 

18 

11,451 

19,477

314 

57 

371 

63 

40 

103 

474 

19,951

32 

76 

0 

108 

－68 

－2 

－70 

38

－4 

3 

－1 

－5 

8 

3 

2 

40

税込 

税込 

税込 

12月1日現在 

成立率   
87.5％ 
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監　事　影山　　孝　　総務電算課　川目　　聡（報告） 
 
　
は
じ
め
に
、
こ
の
視
察
に
参
加
す
る
機

会
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
組
合
を
は
じ
め
、

役
職
員
の
方
々
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
組
合
員
の
皆
様
に
書
面
を
お
借

り
し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

【
十
月
二
日
（
金
）】 

　
成
田
空
港
に
集
合
後
、
特
別
待
合
室
に

て
結
団
式
を

行
い
、
影
山

監
事
が
団
長

に
就
任
。
日

本
時
間
午
後

十
二
時
に
シ

カ
ゴ
へ
向
け

出
発
。
十
一
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
で
米
国
シ

カ
ゴ
へ
・
オ
ヘ
ア
空
港
到
着
。
入
国
手
続

き
後
、
シ
カ
ゴ
市
内
観
光
へ
。
天
候
は
曇

り
気
温
一
℃
で
あ
り
、
北
海
道
よ
り
早
い

秋
を
感
じ
つ
つ
シ
カ
ゴ
市
内
の
町
並
み
を

見
な
が
ら
シ
ア
ー
ズ
タ
ワ
ー
（
世
界
で
四

番
目
に
高
い
超
高
層
ビ
ル
）
の
一
〇
三
階

展
望
室
を
視
察
し
ま
し
た
。
日
本
で
も
二

〇
一
六
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
シ
カ
ゴ
も
招
致
活
動
を
し

て
お
り
シ
ア
ー
ズ
タ
ワ
ー
内
に
も
招
致
に

む
け
た
展
示
品
も
あ
り
、
ま
た
そ
の
日
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
国
決
定
日
で
も
あ
り

ま
し
た
の
で
、
結
果
を
タ
ワ
ー
の
受
付
の

方
に
伺
う
と
「
リ
オ
」
の
答
え
に
日
本
人

視
察
団
一
同
ガ
ッ
カ
リ
で
し
た
。
き
っ
と

こ
の
日
は
シ
カ
ゴ

市
民
も
ガ
ッ
カ
リ

だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
後
、
ミ

シ
ガ
ン
湖
へ
移
動
。

ミ
シ
ガ
ン
湖
は
琵

琶
湖
の
八
十
倍
の

面
積
が
あ
り
ま
す
。

ミ
シ
ガ
ン
湖
は
ヨ
ッ
ト
等
の
船
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
が
、
冬
の
湖
凍
結
前
に
は
船
全

部
が
移
動
す
る
よ
う
で
す
。
シ
カ
ゴ
市
内

は
六
年
前
よ
り
、
市
内
の
美
化
に
（
以
前

は
ゴ
ミ
だ
ら
け
）
務
め
て
お
り
ま
し
た
。 

　 【
十
月
三
日
（
土
）】 

マ
デ
ィ
ソ
ン
　
ワ
ー
ル
ド
・
デ
ィ
リ
ー
・

エ
キ
ス
ポ
二
〇
〇
九
視
察 

　
こ
の
日
は
朝
か
ら
ツ
ア
ー
の
目
玉
で
あ

る
ワ
ー
ル
ド
・
デ
ィ
リ
ー
・
エ
キ
ス
ポ
視

察
で
し
た
。
ド
ー
ム
型
の
広
い
会
場
や
多

数
の
業
者
の
出
展
、
会
場
外
に
は
出
品
牛

の
多
さ
、
各
農
業
機
械
の
展
示
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
朝
早
く
に
も

か
か
わ
ら
ず
多
く

の
人
達
が
来
場
し

て
お
り
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ

ダ
か
ら
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
を
含
め
二
、

〇
〇
〇
頭
以
上
の

乳
牛
が
出
品
さ
れ

て
お
り
、
世
界
中

約
八
十
八
カ
国
よ

り
お
よ
そ
六
万
人

以
上
も
の
関
係
者

が
会
場
に
訪
れ
る
そ
う
で
す
。
視
察
日
は

最
終
日
で
し
た
の
で
、
夕
方
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
牛
パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
勢
の
観
客
の
前
で
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を

浴
び
て
、
入
場
す
る
牛
達
は
非
常
に
美
し

く
こ
の
シ
ョ
ー
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
取

れ
ま
し
た
。
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
の
瞬
間
、

会
場
は
興
奮
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ

ス
種
や
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
が
受
賞
す
る
事
が

多
い
ら
し
い
で
す
が
、
今
年
は
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
印
象
に

残
っ
た
事
は
パ
レ
ー
ド
後
の
国
歌
斉
唱
時

で
会
場
の
全
員
が
即
起
立
し
、
カ
ナ
ダ
・

ア
メ
リ
カ
国
歌
斉
唱
と
続
く
中
、
日
本
で

し
た
ら
全
員
即
起
立
は
考
え
ら
れ
ず
、
少
々

さ
わ
が
し
い
で
す
が
、
そ
れ
が
考
え
ら
れ

な
い
ほ
ど
の
静
寂
。
観
客
が
シ
ョ
ー
を
楽

し
め
る
よ
う
ル
ー
ル
を
守
る
の
は
当
然
で
、

ま
た
常
に
ル
ー
ル
が
し
っ
か
り
守
ら
れ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
以
外
の
マ
ナ
ー
を
大
事

に
し
、
さ
ら
に
補
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ

も
受
け
ま
す
。
改
め
て
ア
メ
リ
カ
は
な
ぜ

ル
ー
ル
の
国
、
マ
ナ
ー
の
国
と
言
わ
れ
る

の
か
痛
感
し
ま
し
た
。 

 

【
十
月
四
日
（
日
）】 

　
朝
六
時
十
五
分
集
合
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
か

ら
シ
カ
ゴ
の
オ
ヘ
ア
空
港
へ
、
空
路
で
カ

ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
ま
で
移
動
。
カ
ナ
ダ
は

一
九
九
〇
年
以
降
の
国
を
あ
げ
て
の
デ
ィ

ラ
イ
ト
運
動
の
取
組
み
に
よ
り
交
通
事
故

が
年
間
二
〇
〇
件
以
上
減
っ
て
い
る
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ト
ロ
ン
ト
か
ら
バ

ス
で
ナ
イ
ア
ガ
ラ
ま
で
移
動
し
、
バ
ス
の

中
か
ら
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
を
少
々
視
察
で

き
ま
し
た
。
見
た
瞬
間
、
感
激
に
包
ま
れ

ま
し
た
。 

 

【
十
月
五
日
（
月
）】 

　
世
界
三
大
瀑
布
の
一
つ
で
あ
り
、
ア
メ

リ
カ
、
カ
ナ
ダ
に
ま
た
が
る
ナ
イ
ア
ガ
ラ

の
滝
を
バ
ス
か
ら
見
、
歴
史
を
ガ
イ
ド
さ

ん
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

滝
壺
ま
で
船
（
霧
の
乙
女
号
）
に
て
滝
の

水
を
か
ぶ
り
な
が
ら
視
察
。
大
迫
力
で
し
た
。

滝
か
ら
落
ち
る
一
分
間
の
水
量
は
東
京
都

民
が
使
う
一
日
の
水
量
と
同
じ
位
で
毎
分

一
億
五
、
五
〇
〇
万
リ
ッ
ト
ル
あ
り
ま
す
。

ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
は
米
英
戦
争
の
歴
史
、

豊
富
な
水
量
に
よ
る
水
力
発
電
の
活
用
、

自
然
景
観
の

保
護
と
開
発

に
大
別
さ
れ

ま
す
。 

　
滝
の
視
察

後
、
ゴ
ル
フ

ァ
ー
の
憧
れ

で
あ
り
全
米

オ
ー
プ
ン
も

開
催
さ
れ
る

Ｐ
Ｇ
Ａ
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ー
ス
の
側
を
通
過
、

こ
の
ゴ
ル
フ
場
は
道
路
沿
い
に
フ
ェ
ン
ス

が
な
く
、
観
光
協
会
の
造
っ
た
道
路
を
車

が
勝
手
に
通
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ゴ
ル

フ
ボ
ー
ル
に
お
け
る
車
の
事
故
等
に
は
一

切
責
任
は
持
た
な
い
と
の
事
で
し
た
。（
年

間
五
〜
六
件
の
事
故
が
あ
る
そ
う
で
す
。）

ま
た
ナ
イ
ア
ガ
ラ
周
辺
の
発
電
所
や
道
路

沿
い
に
あ
る
視
察
不
可
能
な
国
境
検
問
所

の
側
を
通
過
し
、
オ
ン
タ
リ
オ
地
区
の
酪

農
家
ま
で
バ
ス
移
動
で
す
。 

 

【
オ
ン
タ
リ
オ
地
区
の
優
良
酪
農
家
　
サ

ミ
ッ
ト
ホ
ル
ム
牧
場
視
察
】 

　
こ
の
日
の
午
後
か
ら
は
オ
ン
タ
リ
オ
地

区
の
優
良
酪
農
家
　
サ
ミ
ッ
ト
ホ
ル
ム
牧

場
を
視
察
し
ま
し
た
。 

　
父
（
六
二
）・
叔
父
（
五
七
）・
ベ
ン
ル

イ
ス
氏
（
三
四
）
の
三
名
と
二
名
の
搾
乳

パ
ー
ト
で
牧
場
経
営
を
行
っ
て
い
る
。（
奥

様
な
ど
女
性
は
牧
場
経
営
に
は
関
わ
っ
て

な
い
。） 

経
営
方
針 

　
一
頭
の
牛
か
ら
多
く
の
牛
乳
を
搾
ろ
う

と
し
て
い
る
。 

シ
ョ
ウ
や
個
体
販
売
を
目
的
と
は
し
て
い

な
い
。 

牛
　
　
舎 

　
総
工
費
六
、
〇
〇
〇
ド
ル
＝
二
億
円
（
ミ
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ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
も
含
む
） 

　
カ
ナ
ダ
で
第
一
号
の
牛
舎
で
あ
り
、
各

国
か
ら
の
視
察
団

も
訪
れ
る
。 

　
シ
ン
プ
ル
な
造

り
を
目
指
し
て
い

る
。 

　
特
徴
は
屋
根
を

高
く
し
、
中
の
空

気
を
動
か
す
。 

　
空
気
は
生
き
物

に
対
し
て
一
番
重

要
で
あ
り
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
空
気
を
供
給

す
る
事
が
牛
に
対
し
て
良
い
事
を
多
く
の

人
が
知
ら
な
い
と
語
っ
た
。 

　
冬
は
零
下
三
五
度
に
な
る
が
、
牛
の
カ

ゼ
は
ゼ
ロ
に
近
い
。 

　
三
二
〇
頭
分
の
ワ
ク
が
あ
り
、
現
在
四

〇
〇
頭
が
入
っ
て
い
る
。
牛
の
入
れ
す
ぎ

と
思
わ
れ
る
が
、
原
因
は
お
じ
さ
ん
が
牛

を
売
ら
な
い
か
ら
と
の
事
で
あ
っ
た
。 

　
除
糞
に
つ
い
て
は
す
べ
て
ト
ラ
ク
タ
ー

で
行
っ
て
い
る
。
（
除
糞
は
一
日
四
回
行

う
。） 

　
機
械
化
す
る
と
牛
へ
の
観
察
の
眼
を
失

っ
て
し
ま
う
た
め
、
牛
の
状
態
を
見
な
が

ら
作
業
を
行
う
。 

　
ま
た
、
飼
料
収
穫
等
は
専
門
業
者
に
任
せ
、

牛
群
の
観
察
に
力
を
入
れ
乳
量
一
二
、
〇

〇
〇
キ
ロ
牛
群
を
支
え
て
い
る
。 

　
砂
を
牛
床
に
使
用
。
日
本
の
砂
と
は
砂

質
が
違
う
。
牛
の
寝
起
き
時
に
砂
が
胸
に

当
ら
な
い
様
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
牛
の

ケ
ガ
、
病
気
は
激
減
し
て
い
る
。 

　
使
用
後
の
砂
に
つ
い
て
は
、
畑
に
散
布

す
る
（
土
壌
の
変
質
は
見
受
け
ら
れ
な
い
）

か
、
フ
ン
と
砂
を
分
離
す
る
機
械
（
四
、

〇
〇
〇
万
円
）
で
砂
を
再
使
用
す
る
。 

　
砂
の
価
格
　
一
ト
ン
＝
一
、
一
〇
〇
〜
一
、

二
〇
〇
円 

飼
料
関
連 

　
飼
料
作
付
面
積
　
七
〇
〇
エ
ー
カ
ー
（
牧

草
三
〇
〇
エ
ー
カ
ー
・
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー

ジ
四
〇
〇
エ
ー
カ
） 

　
現
在
、
カ
ナ
ダ
で
も
サ
イ
ロ
は
使
用
さ

れ
て
お
ら
ず
、
バ
ン
カ
ー
の
み
。 

　
バ
ン
カ
ー
類
に
た
い
し
て
は
、
鳥
対
策

を
行
い
病
気
な
ど
の
影
響
を
断
絶
し
て
い
る
。 

　
高
品
質
サ
イ
レ
ー
ジ
生
産
の
た
め
、
踏

圧
の
重
要
性
が
一
番
大
切
で
あ
る
。 

　
そ
の
た
め
熟
練
し
た
専
門
に
パ
ッ
ク
す

る
人
に
行
わ
せ
て
い
る
。 

搾
乳
牛
の
飼
料
摂
取
量
　
二
四
㎏
／
一
頭

／
一
日 

飼
料
価
格
　
五
、
三
四
ド
ル
／
一
頭
／
一

日 飼
料
コ
ス
ト
の
回
収

　
一
八
、
八
六
ド
ル

／
一
頭
／
一
日 

飼
料
効
率
　
一
、
四 

搾
乳
牛
用
飼
料 

コ
ー
ン
サ
レ
ー
ジ
　

九
、
七
五
㎏ 

牧
草
サ
イ
レ
ー
ジ
　

三
、
二
七
㎏ 

ハ
イ
・
モ
イ
ス
チ
ャ

ー
コ
ー
ン
　
三
、
八
八
㎏ 

大
　
　
豆
　
　
　
　
一
、
九
八
㎏ 

ミ
ネ
ラ
ル
混
合
　
　
一
、
四
五
㎏ 

綿
　
　
実
　
　
　
　
一
、
四
五
㎏ 

乾
　
　
草
　
　
　
　
一
、
六
六
㎏ 

蛋
白
質
含
量
　
　
　
一
七
、
四
％ 

粗
飼
料
含
有
率
　
　
六
二
、
三
八
％ 

人
工
授
精
　
自
分
達
で
行
う
。（
十
七
〜

十
八
歳
に
な
る
と
授
精
所
で
研
修
し
資
格

取
得
す
る
。） 

平
均
初
産
分
娩
月
令
　
　
二
四
ヶ
月
令
弱 

分
娩
間
隔
　
　
　
　
　
　
一
三
、
〇
ヶ
月 

平
均
授
精
回
数
　
　
　
　
二
、
三
回
　 

初
回
受
胎
率
　
　
　
　
　
三
八
％ 

平
均
空
胎
日
数
　
　
　
　
一
一
二
日 

主
な
交
配
種
雄
牛 

E
igo

・A
skor

・D
engel

・B
olton

で
使
用

率
は
不
明
。 

牛
　
群
　
搾
乳
頭
数
　
三
二
〇
頭 

全
飼
養
頭
数
　
　
　
　
七
〇
〇
頭 

三
産
以
上
頭
数
割
合
　
　
五
〇
％
　 

一
八
頭
が
一
〇
万
㎏
／
生
涯
乳
量
突
破
・

七
頭
が
九
万
㎏
／
生
涯
乳
量
突
破 

一
〇
万
㎏
／
生
涯
乳
量
突
破
の
牛
の
内
、

三
頭
が
一
〇
産
目
を
迎
え
て
い
る
。 

※
こ
の
牛
群
に
お
い
て
は
ラ
ン
ク
下
で
あ

る
と
の
事
で
し
た
。 

生
産
概
況 

三
〇
五
日
乳
量
　
一
二
、
五
〇
〇
㎏ 

初
産
乳
量
　
　
　
一
〇
、
八
〇
〇
㎏ 

二
〇
〇
八
年
生
産
乳
量
　
四
、
四
〇
〇
ト

ン 一
日
一
頭
当
り
搾
乳
量
　
三
七
㎏
／
日 

乳
脂
肪
率
　
三
、
八
％ 

乳
蛋
白
率
　
三
、
二
五
％ 

体
細
胞
数
　
一
三
万
　 

搾
乳
　
午
前
四
時
三
〇
分
・
午
後
十
二
時

四
十
五
分
・
午
後
八
時
三
〇
分
の
三
回
行

っ
て
い
る
。 

　
午
後
八
時
〜
九
時
は
牛
の
観
察
し
常
に

一
時
間
は
見
回
り
。 

乳
代
　
一
Ｌ
＝
七
二
セ
ン
ト
（
カ
ナ
ダ
ド

ル
計
算
で
五
七
〜

五
八
円
） 

　
カ
ナ
ダ
は
既
存

の
生
産
者
を
守
る

た
め
の
ミ
ル
ク
ク

ォ
ー
タ
ー
シ
ス
テ

ム
が
あ
り
、
権
利

が
な
い
と
酪
農
は

で
き
な
い
。
（
オ

ン
タ
リ
オ
農
務
省
） 

　
権
利
の
価
格
は
土
地
・
牛
を
売
っ
て
も

買
え
な
い
ほ
ど
高
い
。（
一
頭
増
や
す
と

牛
乳
の
納
入
権
利
が
三
〇
〇
万
円
で
、
こ

こ
三
年
位
の
権
利
価
格
の
目
安
で
あ
る
。） 

　
生
産
者
の
契
約
に
つ
い
て
は
何
年
も
一

緒
で
あ
り
、
乳
価
は
変
わ
ら
な
い
。 

　
ミ
ル
ク
ク
ォ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
が
無
け

れ
ば
、
フ
ロ
リ
ダ
州
な
ど
の
カ
ナ
ダ
へ
の

参
入
等
が
明
白
で
大
資
本
家
の
参
入
を
認

め
る
と
既
存
生
産
者
を
守
れ
な
い
。 

土
地
価
格
　
　
一
反
＝
一
五
万
円
　 

乳
房
炎
　
一
か
月
に
約
三
〜
四
頭
の
発
生

が
あ
る
が
、
現
在
は
無
し
。 

　
体
細
胞
数
は
一
二
〜
一
五
万
で
あ
り
、

砂
（
日
本
の
物
と
は
違
う
）
の
効
果
に
よ
る
。 

経
　
営
　
牛
乳
納
入
に
対
し
、
え
さ
、
機

械
代
、
給
料
　
牛
乳
一
Ｌ
当
り
＝
一
〇
セ

ン
ト
が
残
る
。 

ベ
ン
ル
イ
ス
氏
　
給
料
　
年
八
万
ド
ル
＝

約
七
〇
〇
万
円 

（
一
年
の
う
ち
二
週
間
ほ
ど
休
み
を
と
り
、

家
族
と
過
ご
す
時
間
も
作
っ
て
い
る
。） 

　
年
収
　
三
億
円
　経
営
利
益
　三
五
百
万

円 　
気
に
な
る
畑
仕
事
な
ど
の
外
部
委
託
に

か
か
る
費
用
は
、
年
間
一
、
五
〇
〇
〜
一
、

七
〇
〇
万
円
（
外
仕
事
、
飼
料
、
搾
乳
な

ど
） 

　
経
営
の
工
夫
に
つ
い
て
は
、
同
業
者
と

の
意
見
交
換
が
必
要
で
あ
る
と
の
事
。 

　
こ
の
日
は
ト
ロ
ン
ト
泊
で
、
カ
ナ
ダ
ド

ル
は
米
ド
ル
よ
り
安
い
の
で
、
ハ
リ
ウ
ッ

ド
の
映
画
撮
影
は
ト
ロ
ン
ト
で
行
う
事
が

多
い
ら
し
く
撮
影
関
係
の
ト
ラ
ッ
ク
が
数
台
、

ホ
テ
ル
の
側
に
駐
車
し
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
の
夜
に
偶
然
に
も
、
ひ
っ
た

く
り
犯
逮
捕
の
現
場
を
目
撃
し
ま
し
た
。 
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【
十
月
六
日
（
火
）】 

　
ト
ロ
ン
ト
か

ら
シ
カ
ゴ
の
オ

ヘ
ア
空
港
へ
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
ま
で
五
時

間
の
フ
ラ
イ
ト
。

到
着
後
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ

市
内
を
バ
ス
で

視
察
。 

　
市
内
を
一
望

で
き
る
展
望
台

視
察
後
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
視
察
。
橋
を

設
計
し
た
ヨ
セ
フ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
氏
の

銅
像
が
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
で
は
橋
を

設
計
し
て
も
銅
像
が
建
つ
事
は
ま
ず
な
い

で
す
。
こ
の
橋
は
昭
和
元
年
に
設
計
し
、

昭
和
十
四
年
に
完
成
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
湾
内
に
は
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
ア
ル

カ
ト
ラ
ズ
島
（
脱
獄
不
可
能
の
監
獄
島
・

ア
ル
カ
ト
ラ
ズ
連
邦
刑
務
所
跡
地
）
も
遠

く
か
ら
で
す
が
見
る
事
も
で
き
ま
し
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
海
岸
沿
い
か
ら
内

陸
へ
十
キ
ロ
ほ
ど
行
く
と
気
温
が
変
わ
る

と
の
事
で
、
柑
橘
類
の
畑
が
あ
る
場
所
は

遥
か
山
向
こ
う
で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。 

 

【
十
月
七
日
（
水
）】 

【
大
型
牧
場 

テ
ウ
ェ
ル
デ
・
ジ
ョ
ー
ジ
牧

場
視
察
】 

搾
乳
頭
数
　
二
、
三
〇
〇
頭
　
未
経
産
を

含
め
二
、
五
〇
〇
頭
で
あ
り
、
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
全
体
で
は
平
均
よ
り
多
い
方
で

あ
る
。
南
へ
行
く
と
一
五
、
〇
〇
〇
頭
所

有
し
て
い
る
農
場
が
あ
る
。 

　
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ア
ー
ノ
ル
ド
・
シ

ュ
ワ
ル
ツ
ネ
ッ
ガ
ー
知
事
の
動
物
愛
護
法

律
に
よ
り
、
二
〜
三
週
間
後
は
牛
の
断
尾

も
で
き
な
く
な
る
と
の
話
で
し
た
。 

　
夏
は
気
温
四
〇
度
に
な
る
た
め
、
牛
舎

に
は
牛
の
体
温
を
下
げ
る
た
め
霧
吹
き
（
ミ

ス
ト
）
装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。 

従
業
員
　
常
勤
二
二
名
　
パ
ー
ト
二
名 

乳
価
　
一
㎏
＝
二
二
円
（
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ

ア
の
本
日
の
相
場
　
脂
肪
・
無
脂
固
形
に

値
段
が
付
く
） 

　
乳
価
に
つ
い
て
は
南
部
、
東
部
、
西
部

で
は
考
え
が
違
い
議
論
に
な
る
と
ケ
ン
カ

に
な
る
と
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。 

出
荷
先
　
ポ
ス
タ
ー
フ
ァ
ー
ム
（
ア
イ
ス
・

ヨ
ー
グ
ル

ト
な
ど
柔

ら
か
い
乳

製
品
を
つ

く

る

工

場
）
へ
出

荷
す
る
。 

施
設
等
　

ロ
ー
タ
リ

ー
式
パ
ー

ラ
ー
（
ド

イ
ツ
で
設
計
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
組
み

立
て
後
に
輸
入
）
で
一
時
間
四
五
〇
頭
搾

乳
す
る
。
牛
の
首
に
つ
け
た
情
報
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
読
み
取
り
、
搾
乳
時
間
と

乳
量
を
管
理
。
一
日
三
回
搾
乳
　
一
頭
当

り
一
日
三
七
Ｌ
　
タ
ン
ク
へ
の
冷
却
は
冷

え
す
ぎ
な
い
よ
う
ポ
ン
プ
の
速
度
を
調
整

す
る
。
乳
房
の
洗
浄
後
、
自
然
乾
燥
（
カ

ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
気
候
に
よ
る
）
さ
せ
、

手
し
ぼ
り
で
乳
房
炎
の
確
認
を
し
、
乾
燥

確
認
後
、
搾
乳
を
行
う
。 

　
体
細
胞
は
一
八
〜
二
一
万
の
間
で
カ
ル

フ
ォ
ル
ニ
ア
の
グ
レ
ー
ド
Ａ
は
四
〇
万
位
。 

　
農
場
の
目
標
値
が
ク
リ
ア
さ
れ
る
と
努

力
し
た
従
業
員
へ
ボ
ー
ナ
ス
支
給
。 

　
一
Ｌ
当
り
の
コ
ス
ト
＝
二
四
、
二
五
円

で
あ
る
た
め
赤
字
で
あ
る
。
そ
の
た
め
小

さ
い
家
族
経
営
の
牧
場
は
成
り
立
た
な
い
。

銀
行
か
ら
の
借
入
し
設
備
投
資
し
て
も
最

近
は
返
済
で
き
な
い
。 

　
環
境
問
題
へ
の
取
組
み
で
は
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ア
農
務
省
が
酪
農
家
へ
二
酸
化
炭
素

廃
出
規
制
を
考
え
て
い
る
が
、
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ア
農
務
省
自
体
も
や
り
方
が
解
か
ら

な
い
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
　
授
精
に

つ
い
て
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
よ
る
、

個
体
個
々
と
マ
ッ
チ
し
た
精
子
十
五
種
類

ほ
ど
を
使
用
し
て
い
る
。（
会
社
名
＝
サ

イ
プ
ラ
ス
） 

　
農
場
の
方
の
話
に
は
必
ず
「
ユ
ナ
イ
デ

ッ
ト
ス
テ
イ
ツ
」
と
の
言
葉
が
多
く
、
国

へ
の
不
満
や
期
待
な
ど
が
感
じ
と
れ
ま
し
た
。 

　
畑
作
の
ケ
ー
ス
で
は
日
本
農
業
は
良
い

物
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
市
場
に
出
荷
し
ま

す
が
、
ア
メ
リ
カ
農
業
は
い
か
に
安
く
作

る
か
の
考
え
で
、
ま
た
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア

農
業
で
多
い
の
は
農
業
後
継
者
に
農
業
を

教
え
る
の
で
は
な
く
、
機
械
修
理
が
で
き

る
メ
カ
ニ
ッ
ク
に
農
業
を
教
え
る
と
の
事
で
、

理
由
は
機
械
が
壊
れ
た
時
に
外
注
修
理
代

が
高
い
の
で
自
分
達
で
修
理
し
、
コ
ス
ト

を
抑
え
る
た
め
で
し
た
。 

　
ま
た
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
放
牧
地
等

に
風
力
発
電
施
設
が
多
数
あ
り
ま
し
た
が
、

プ
ロ
ペ
ラ
の
風
切
り
音
が
牛
の
ス
ト
レ
ス

に
な
っ
て
い
る
と
の
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。 

 
【
世
界
最
大
の
チ
ー
ズ
工
場
　
ヒ
ル
マ
ー

視
察
】 

　
従
業
員
七
六
〇
人
　
出
荷
二
三
〇
農
家

か
ら
の
牛
乳
を
加
工
。
直
営
店
で
チ
ー
ズ

等
の
販
売
も
行
っ
て
い
る
。 

　
世
界
中
の
科
学
者
が
ホ
エ
イ
の
研
究
を

行
っ
て
い

る
。
工
場

排
水
の
リ

サ
イ
ク
ル

化
な
ど
環

境
へ
の
取

組
み
も
行

っ
て
い
る
。 

　
バ
ス
に

乗
り
な
が

ら
の
工
場

施
設
を
視

察
し
ま
し
た
。 

 

【
米
国
酪
農
事
情
に
つ
い
て
講
演
の
拝
聴
】 

　
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
に
戻
り
全
酪
連
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
事
務
所
の
生
野
昌
宏
氏
よ
り
、

北
米
産
粗
飼
料
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
に

つ
い
て
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
一
年
経

過
後
の
米
国
経
済
事
情
、
米
国
バ
イ
オ
燃

料
事
情
、
穀
物
生
産
事
情
、
酪
農
家
事
情
、

米
国
で
の
消
費
拡
大
取
組
み
な
ど
講
義
を

受
け
ま
し
た
。 

 

【
十
月
八
日
（
木
）】 

　
視
察
最
終
日
は
、
ホ
テ
ル
か
ら
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
市
内
を
バ
ス
か
ら
眺
め
な
が

ら
空
港
へ
移
動
し
成
田
空
港
へ
向
け
出
発
。

通
関
を
終
え
十
月
九
日
無
事
に
帰
国
と
な

り
ま
し
た
。 

 

　
最
後
に
、
今
回
の
海
外
視
察
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ

の
酪
農
経
営
や
考
え
方
の
違
い
を
学
ぶ
こ

と
が
出
来
た
事
、
異
国
の
文
化
と
触
れ
合

う
事
が
出
来
た
事
な
ど
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
　
　
　
（
総
務
電
算
課
　
川
目
　
聡
） 
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カーフハッチを南東に
向けると朝日が入りや
すくなる 

根室農業改良普及センター 

北根室支所 

272-2163

上から逃げる熱を保温シ
ートやコンパネでキャッチ！ 

横・奥・横の３方にパネルを
取付けて風が走らない暖か
い場所を作ってネ！ 
触っても冷たくない素材が
大好きです。 

保温ヒーターは、
このぐらい下げて
設置すると効果大 

体の芯から冷
える夜には、
ハッチを丸ご
とカバーして
もOK

タオル１枚でマフラー（ネッ
クタイ）完成。これは超簡単！ 

寒い夜には湯たんぽ
で大喜び 

極寒時（－18℃以下）には、
哺乳１回追加分のエネル
ギーが必要 

寒いのキライ！ 
濡れるのもニガテ！ 
ストレスが重なると肺炎に
なっちゃうヨ 

フカフカの敷料は優しさの証。
ワラの下にオガ粉を敷くと
断熱効果がさらにアップ 

牛床マットを下に敷くと
冷たくならないヨ 

寒さのストレスは連続
させないのがコツ。 
日光浴で免疫力アップ！ 

暖め方にも 
コツがある 

ホッ！とできる 
陽だまりづくり 

腹と肢蹄を 
冷やさない 
のが鉄則 

寒冷時 
の栄養 

寒さを感じている牛は
腹毛が伸びている!!

体熱を 
逃がさない 
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きりとり線 

き
り
と
り
線 
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住　所 

ご意見をお寄せ下さい。（季節の便りなど何でもけっこうです） 

氏　名 

ＴＥＬ 

答え 

きりとり線 

き
り
と
り
線

き
り
と
り
線 

きりとり線 

き
り
と
り
線 

抽選の結果下記の方が当選いたしました。 
プレゼントを組織広報係でお受け取り下さい。 

カブキ 

佐藤　大夢さん　久保　花奈さん　西崎美智枝さん 

小林　謙二さん　武田　千代さん 

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを 
　さしあげます。なお、正解者多数の場合 
　は抽選とさせていただきます。 
《応募方法》左下の点線の部分を事務所内
（販売機横）の投書箱へ。または、組織
広報係までＦＡＸ（78-2556）お願いし
ます。 

《締め切り》平成21年12月25日まで 
　当選者の発表は「けねべつ」１月号誌上 

　
十
二
月
（
師
走
）
を
迎
え
、
仕
事
や
私
生
活
に
お
い
て
と
て
も
慌
た
だ
し
い
日
々
を
過

ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
年
末
に
か
け
て
「
あ
れ
も
、
こ
れ
も
」

と
や
り
残
し
た
こ
と
な
く
新
年
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
人
間

は
忘
れ
る
動
物
で
あ
り
ま
す
。
い
く
ら
こ
の
一
年
を
頑
張
っ
て
一
生
懸
命
生
き
抜
い
て
も

一
〇
〇
％
は
不
可
能
に
違
い
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
肩
の
力
が
抜
け
新
し
い
年
を
迎
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
来
年
は
寅
年
で
す
。
日
本
経
済
で
は
、
寅
年
に
は
景
気
が
大
荒
れ
に
な
る
と
い
う
ジ
ン

ク
ス
が
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
「
ジ
ュ
グ
ラ
ー
の
波
」
と
い
う
経
済
学
説
に
よ
っ
て
説

明
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
我
々
は
そ
ん
な
ジ
ン
ク
ス
に
『
ト
ラ
』
わ
れ
ず
「
ジ
ュ
グ
ラ
ー
の
波
」
を
押
し
の
け
て

ひ
た
す
ら
や
る
し
か
な
い
。 

　
尚
、
皆
様
に
は
今
年
一
年
広
報
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
失
礼
な
事
を
掲
載
い
た
し
た
こ
と
に
対
し
て
陳
謝
致
し
ま
す
。

来
年
も
わ
か
り
や
す
く
楽
し
い
広
報
を
作
成
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
営
農
部
営
農
企
画
課
　
大
矢
根
裕
辞 
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組
合
長
の
公
務
に
よ
り
モ
ー
の
眼
差
し
は
お
休
み
し
ま
す
。 

　去る11月15日、旭川市で開催された「全道綱引き選手権」において、

男女混合の部（８人の合計体重560㎏以下、合計年齢260歳以上）に出

場した計根別スポーツクラブが見事優勝の栄誉を勝ち取りました。昨

年は、惜しくも準優勝で悔し涙を流した事もあり「今年こそは絶対優

勝！」を目標に、臨んだ大会でした。予選リーグ２位で決勝リーグ進出、

決勝戦（３本引き）では２本引いた時点で１勝１敗と双方互いに譲らず、

最後の３本目で１分30秒を越す大熱戦を制して優勝を勝ち取りました。 

（計根別スポーツクラブ綱引部では、女性部員を募集しています。興

味のある方は、農協・金融課　熊谷までご連絡下さい。） 

計根別スポーツクラブ優勝 

編集／計根別農業協同組合  営農部  営農企画課 
発行日／平成21年12月18日 


